















































画像2 22 , tR
2p
x
y
z
画像2
1
1
1
1 ,
−− tR
1p
画像1
22 , tR
2p
x
y
z
画像2
x
y
z
22 , tR
2p
x
y
z
画像2
2P1P
輝度値の差の二乗和が最小になる運動パラメータと形状パラメータを推定
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画像レジストレーション可能
予想される問題点
樹木による視差と透過を考慮した
画像レジストレーションの必要
本研究では
適応対象が樹木を含む地表形状
画像レジストレーションを適応して形状復元
画像レジストレーションを用いた楕円体の形状の推定 [関口ら 05’]
非剛体レジストレーションを用いた自由曲面の追跡 [杉野ら 05’]
光の透過がないCG画像や人工物に適応
予想される問題点
•同一点でも輝度値が異なる
正しくレジストレーションできない
輝度値が異なる
画像1 画像2
予想される問題点
•形状を何層にも取る可能性
地面、木、両方のデータがほしい
画像1 画像2
植物と背景の色の分離の必要
検討点
•輝度画像で地形に対応できるか？
画像のRGB値を考慮
•輝度の透過に対応できるか？
透過場所での輝度変化を考慮
•風などによる対象のブレに対応できるか？
•鏡面反射がある場合に適応できるか？
RGB値を考慮
スキャンライン 画像サイズ 640×480pixel
植物と地面の分離には有効か!?
透過場所での輝度変化を考慮
画像サイズ 640×480pixel
透明度と背景の色を定義できれば分離可能か!?
スキャンライン
検討点
•輝度画像で地形に対応できるか？
画像のRGB値を考慮
•輝度の透過に対応できるか？
透過場所での輝度変化を考慮
•風などによる対象のブレに対応できるか？
•鏡面反射がある場合に適応できるか？
まとめ
•画像レジストレーションを地表形状復元への適応
させた場合の検討
今後の課題
•地表形状復元への適応の実装・実験


実験
1m
条件を変えて３枚の写真を撮影
①植物のみ
②背景と植物
③背景のみ
背景
植物
640×480pixel
実験
植物が共通部分
① ②
差分
②
実験
差分
③
背景が共通部分
実験
差分
合成
どちらの場合でも共通部分でない
植物の色に背景の色が反映
